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【要約】

《目的》がん診療連携拠点病院におけるがんピアサポート活動への支援に対する看護職の思いを明らかにすることで

ある。

《方法》がんピアサポート活動を支援している看護職 8 人に半構造化面接を2018年10月～2019年 2 月に実施し、質的

記述的研究方法により分析を行った。

《結果》生成された 8 つのカテゴリーは【がんピアサポート活動は有意義である】【がんサロンへの多様な支援が必要

である】【がんピアサポーターによる個別相談には対応が困難な場合もあり、支援が必要である】【看護職等とがん

ピアサポーターとの連携が重要である】【がんピアサポーターへの健康面の支援の必要性を感じる】【がんピアサ

ポート活動への支援の意欲と困難さを感じる】【がんピアサポート活動への職員、病院、国の支援がほしい】【がん

ピアサポーターの育成が大事である】である。

《結論》看護職の思いは、支援する際の基盤となる思い、支援の際の工夫と配慮、支援に関する困難さ、今後のがん

ピアサポート活動のための要望になると考察できた。そして、看護職が抱える困難さの内容が明らかとなった。が

んピアサポート活動への支援で最も重要な課題は、病院内でがんピアサポート活動の価値が認められ、支援体制が

整うことと考える。
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Ⅰ．緒言

がん診療連携拠点病院では、がん相談支援センター

が設置され、看護職等によるがんに関連した情報提供

や個別の相談に対応している1）。そして、がんを経験

した者もがん患者に対する相談支援（がんサロンや個

別相談等）への参加が目指されており2）、がんピアサ

ポート活動が実施されている。

がんピアサポート活動の利用者にとってのメリット

は、本音の言える相談ができる3）、闘病術や生活術を

得る4）、不安が軽減し安定する5）、心の拠り所を見つ

け自信を取り戻す6）、さらに、満足感が高い5, 7, 8）、ウ

いといしづの　：目白大学看護学部看護学科
いたやまみのる：長岡崇徳大学看護学部看護学科
はやしみなこ　：元目白大学看護学部看護学科
あんざいひとみ：目白大学看護学部看護学科
よしだゆみ　　：元目白大学大学院看護学研究科
とねようこ　　：元和洋女子大学看護学部看護学科
つつみちづこ　：目白大学看護学部看護学科
ならまさゆき　：目白大学保健医療学部理学療法学科
かざままり　　：目白大学看護学部看護学科
すずきゆうこ　：東京医科大学医学部看護学科
こいけまきこ　：目白大学心理学部心理カウンセリング学科
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エルビーイングが向上する9）などであり、有用な支援

方法であることが判明している。担い手である、がん

ピアサポーターにとっても活動を通して、癒しとな

る10～12）、利用者から学べる13）、自己の存在意味の強

化10～11）になる、自己の成長12）につながるなどのメリッ

トがある。

一方で、利用者にとってのデメリットは、思いが伝

わらないストレスや他言される心配6）、病院との関係

やがんサバイバー同士の関係に危惧を抱く14）場合もあ

るとされている。また、誤った情報によって誤った行

動を取りやすくなる危険性が指摘されている15）。がん

ピアサポーターにおいては、利用者の期待に応えられ

るか、傷つけないかと緊張したり10）、無力感や自己嫌

悪感11）を感じたり、医療機関との連携の難しさ15）など

の困難感をもつ可能性などのデメリットが指摘されて

いる。

がんピアサポート活動への支援は、がん相談支援セ

ンターで看護職等が行っている16, 17）。利用者およびが

んピアサポーターにとっても、メリットを活かし、デ

メリットを生じさせないことを目指した、より良い活

動となるように、がんピアサポート活動に対する支援

を行う必要がある。がんピアサポーターが必要とする

支援の研究では、看護職等のスーパーバイザーなどの

必要性の結果も得られており13）、重要な役割を担って

いると考える。

がん診療連携拠点病院における、がんピアサポート

活動が公に認められたのは2012年18）である。しかし、

近年（2018-19年）の全国調査では、協力が得られた

250病院中、導入しているのは116病院と 5 割弱であ

る。大半の病院ではどのようにがんピアサポート活動

を位置づけ、運用していけばよいのか問題をもってい

る導入レベルの段階にあり19）、十分に活用されていな

い状況がある。

そこで、がん診療連携拠点病院でがん相談支援セン

ター等に属し、がんピアサポート活動の支援を実際に

行っている看護職に焦点を当てたいと考えた。看護職

によるがんピアサポート活動の支援については、「手

引き」1）や実践報告17）はあるが、研究は見当たらず、支

援の状況は不確かである。実際の支援を行う中で、看

護職は、様々な事態に出会い、感じ考えて対処してい

ることが多々あると考える。そのため、どのような

「思い」をもって、すなわち、考えたり、感じたりし

ながら支援しているかを明らかにし、看護職が行うが

んピアサポート活動への支援に関する示唆を得たいと

考えた。看護職の「思い」の研究としては、がん看護

分野では終末期のケアについては行われている20-22）

が、がんピアサポート活動を支援している看護職の

「思い」は明らかにされていない。

本研究の目的はがん診療連携拠点病院におけるがん

ピアサポート活動への支援に対する看護職の思いを明

らかにすることである。

Ⅱ．研究方法

1 ．研究手法

本研究は研究対象となっている現象（看護職の思

い）を記述することによって、その現象を理解するの

に適した質的記述的研究23, 24）法を用いた。

2 ．用語の定義

がんピアサポート活動：がんの体験をもつ者やその家

族による、病院を活動の場として行われているがん

患者や家族を対象としたがんサロン、個別相談（電

話相談を含む）、患者会での支援活動を指す。

がんピアサポーター：がんピアサポート活動をしてい

るがんサバイバーやその家族などを指す。

がんサバイバー：がんの診断を受けたことのある人を

指す。

思い：がんピアサポート活動への支援に関する考え、

感情を指す。

3 ．研究対象

対象は、がん診療連携拠点病院でがんピアサポート

活動を支援している看護職 8 人である。機縁法を用い

て首都圏の設置主体やがんピアサポート活動への支援

状況の異なる複数のがん診療連携病院の看護部に研究

の目的、意義、方法、倫理的配慮等の説明を行い、研

究協力を依頼し承諾を得た。各病院でがんピアサポー

ト活動を支援している看護職で研究協力への内諾が得

られた研究参加候補者に、個別に研究目的、意義、方

法、倫理的配慮等の説明を口頭及び書面で行い、研究

参加への同意を得られた場合に研究協力同意書に署名

を得た。

4 ．データ収集

インタビューガイドを用いた半構造化面接を行っ

た。期間は2018年10月から2019年 2 月で研究参加者の
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希望に合わせた場所と時間で 1 対 1 の面接を30分から

60分の予定で 1 回ずつ行った。インタビューガイドの

内容は、①属性（性別、年齢、看護職経験年数、現在

の所属部署と経験年数、看護職資格）、②所属施設の

がんピアサポート活動の種類と開催状況、関わり内

容、③がんピアサポート活動への支援についての思い

（全般的な思い、活動の維持・発展のために必要な支

援と難しい支援内容についての思い、がんピアサポー

ターとの連携への思い）である。

5 ．分析方法

録音した面接の全内容の逐語録を作成しデータとし

た。逐語録の内、がんピアサポート活動への支援に対

する看護職の思いが読み取れる文脈を単位として抽出

し、コードとした。コードは可能なかぎり、研究参加

者の言葉を使用した。コード案作成には、エクセル

シートを用い、逐語録の該当部分とコードを記入し

た。その後、 1 つのコードを他のコードと照らし合わ

せて、相違点、共通点について比較しながら分類し

た。まとまったコード群毎をサブカテゴリーとした。

サブカテゴリーの相違点、共通点について比較しなが

ら分類し、まとまったサブカテゴリー群毎をカテゴ

リーとした。サブカテゴリー化、カテゴリー化に際し

ては、コード及び逐語録に戻り内容を確認し、分類を

吟味し再考しながら行った。この間、確証性23）を確保

するために、研究会議の開催を重ね、研究者間で意見

の一致をみるまで、討論を繰り返した。また、確実

性23）を高めるために研究参加者にメンバーチェックを

行った。研究参加者 8 名にカテゴリー、サブカテゴ

リー、代表コードの一覧と要旨を送付し、内容の確認

を依頼した。その結果、研究参加者全員から「納得で

きる」の回答を得た。

6 ．倫理的配慮

本研究は目白大学研究倫理審査委員会の承認（2017

年 9 月 7 日　承認番号17-040号）を得て、その内容を

遵守して実施した。研究者から研究参加候補者へ、文

書と口頭にて研究目的と面接方法および参加の自由意

思、中途辞退の権利、不利益からの保護、プライバ

シーの保護、個人情報の保護、得られた情報を本研究

以外の目的で使用しないこと、研究結果を学会、学会

誌等での公表などについて説明し、同意書に署名を得

た。面接の内容は、研究参加者の許可を得た上で録音

した。

Ⅲ．研究結果

1 ．研究参加者の概要

研究参加者は首都圏の 5 つのがん診療連携拠点病院

（独立行政法人国立病院機構 1 病院、自治体立 3 病院、

私立 1 病院）で、がんピアサポート活動を支援してい

る40歳代から50歳代の 8 人の看護職（看護師 7 人、保

健師 1 人）で全員女性である。この内、がん専門看護

師 1 人、乳がん看護認定看護師 1 人、がん性疼痛認定

看護師 1 人であり、職位は師長が 3 人であった。看護

職経験年数は20年から35年である。現在の所属部署の

経験年数は 1 年から 5 年目であり、がん相談支援セン

ター（兼務を含む） 6 人、看護部 1 人、がん登録室 1

人であった。インタビューの所要時間は21分から79分

の範囲で平均54分間であった。

所属するがん診療連携拠点病院で開催しているがん

ピアサポート活動は、がんサロン全 5 病院（病院主導

形式 3 、がんピアサポーター主導形式 2 ）、がんピア

サポーターによる個別相談（対面、電話） 3 病院（研

究参加者 5 人が所属）、院内患者会は 3 病院（研究参

加者 6 人が所属）であった。

2 ．支援に対する看護職の思い

がんピアサポート活動への支援に対する看護職の思

いとして、逐語録からコードを抽出し、31のサブカテ

ゴリー、 8 つのカテゴリーが生成された。表 1 にカテ

ゴリー、サブカテゴリー、代表的なコードを示した。

カテゴリーは【　】、サブカテゴリーは〈　〉、コー

ド（一部を含む）は斜字で表記した。以下、カテゴ

リー毎に結果を述べる。

【 1 ．がんピアサポート活動は有意義である】

がんピアサポート活動の必要性、特徴、有益性、信

頼性に関するカテゴリーである。 6 つのサブカテゴ

リーで構成された。（相談で患者が）聞きたい一番は、
「他の患者はどうしているの？」など〈 1 - 1 ．がん患

者や家族同士ならではの話ができる〉、同じ体験者か
らの言動では全然入り方が違うなど〈 1 - 2 ．医療者

にはできない同じ体験者としての情報を渡している〉

と感じていた。さらに、がんになり不安な人に話して
あげることで自分が役立つと思えるなど〈 1 - 3 ．が

んピアサポーター自身の役に立っている〉、看護職た
ちにとってサロンに参加することは、患者さんや家族
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っ
て

サ
ロ

ン
に

参
加

す
る

こ
と

は
、

患
者

さ
ん

や
家

族
に

つ
い

て
の

勉
強

に
す

ご
く

な
る

と
思

う

1
-

5
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

は
必

要
で

あ
る

・
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

が
必

要
と

は
思

っ
て

る
・

サ
バ

イ
バ

ー
の

方
の

話
は

大
事

で
絶

対
あ

っ
た

方
が

よ
い

と
思

っ
て

い
る

1
-

6
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
は

信
頼

で
き

る
活

動
を

し
て

く
れ

て
い

る
・

病
院

に
信

頼
さ

れ
て

い
る

と
い

う
感

じ
は

、
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

さ
ん

も
私

も
持

っ
て

お
り

、
信

頼
を

裏
切

ら
な

い
よ

う
に

や
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
と

い
う

感
じ

2
．

が
ん

サ
ロ

ン
へ

の
多

様
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

2
-

1
．

対
象

者
、

担
当

者
な

ど
企

画
運

営
の

段
階

で
工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

・
が

ん
サ

ロ
ン

は
病

気
・

性
別

で
分

け
る

と
も

っ
と

参
加

し
や

す
い

・
漠

然
と

が
ん

サ
ロ

ン
や

り
ま

す
で

は
ち

ょ
っ

と
参

加
し

づ
ら

い
け

ど
、

こ
う

い
う

テ
ー

マ
で

こ
う

い
う

こ
と

を
や

り
ま

す
と

案
内

す
る

と
患

者
さ

ん
も

家
族

も
参

加
し

や
す

い
と

思
う

2
-

2
．

開
催

時
の

支
援

の
方

法
を

工
夫

す
る

必
要

が
あ

る
・

ア
ド

バ
イ

ス
的

な
こ

と
を

少
し

求
め

ら
れ

た
と

き
に

答
え

る
よ

う
に

し
て

、
な

る
べ

く
患

者
さ

ん
た

ち
同

士
が

話
す

よ
う

な
雰

囲
気

に
持

っ
て

く
よ

う
に

し
て

い
ま

す
・

が
ん

サ
ロ

ン
で

気
を

つ
け

て
い

る
の

は
、

気
持

ち
が

沈
ん

で
し

ま
う

（
参

加
者

が
い

る
と

）
意

図
的

に
サ

ロ
ン

の
そ

の
話

の
中

に
入

っ
て

、
気

持
ち

を
変

え
て

も
ら

う
、

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

場
合

は
、

少
し

残
っ

て
個

別
で

対
応

し
て

い
る

2
-

3
．

ふ
さ

わ
し

い
内

容
を

考
え

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
・

病
院

内
の

が
ん

サ
ロ

ン
だ

か
ら

こ
そ

腰
椎

転
移

が
あ

る
人

の
体

操
が

や
れ

、
多

様
な

癌
腫

の
サ

バ
イ

バ
ー

が
来

れ
る

・（
が

ん
サ

ロ
ン

で
は

）
自

分
の

知
り

た
か

っ
た

聞
き

た
か

っ
た

こ
と

が
聞

け
た

り
、

新
た

に
知

れ
て

力
に

な
っ

て
も

ら
え

れ
ば

い
い

な
と

だ
け

思
っ

て
い

る

2
-

4
．

コ
ア

に
な

る
患

者
が

い
て

く
れ

る
と

あ
り

が
た

い
・（

病
院

主
導

の
が

ん
サ

ロ
ン

の
場

合
）

コ
ア

に
な

っ
て

く
れ

る
患

者
さ

ん
が

い
れ

ば
な

と
は

思
う

2
-

5
．

利
用

者
に

よ
っ

て
、

が
ん

サ
ロ

ン
の

雰
囲

気
が

合
う

合
わ

な
い

が
あ

る
・（

が
ん

サ
ロ

ン
は

）
合

う
、

合
わ

な
い

が
あ

る
の

で
、

万
人

に
合

う
場

の
雰

囲
気

な
ん

て
作

れ
な

い
と

思
う

、
来

た
人

全
部

が
満

足
で

き
る

よ
う

な
会

に
し

た
い

と
は

思
う

が
無

理
だ

と
思

う

2
-

6
．

地
域

の
が

ん
サ

ロ
ン

へ
の

支
援

は
試

行
錯

誤
で

あ
る

・
自

分
で

が
ん

サ
ロ

ン
を

や
り

た
い

と
思

っ
て

い
る

程
度

の
人

で
も

、
実

施
で

き
る

仕
組

み
作

り
を

し
な

い
と

活
動

は
広

が
ら

な
い

し
、

活
性

化
し

な
い

、
が

ん
サ

ロ
ン

を
や

る
仕

組
み

作
り

は
な

い
の

か
な

と
思

う

3
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

個
別

相
談

に
は

対
応

が
困

難
な

場
合

も
あ

り
、

支
援

が
必

要
で

あ
る

3
-

1
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
に

と
っ

て
は

難
し

い
相

談
内

容
が

あ
る

・
精

神
疾

患
の

あ
る

方
た

ち
の

相
談

に
、

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
が

巻
き

込
ま

れ
て

し
ま

い
、

傾
聴

し
て

い
る

気
分

で
続

け
辛

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

そ
う

い
う

場
合

に
は

相
談

を
打

ち
切

っ
て

く
だ

さ
い

と
話

す
・（

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

電
話

相
談

は
）

切
る

タ
イ

ミ
ン

グ
が

あ
る

、
時

間
に

な
っ

た
ら

留
守

電
に

す
る

、
超

え
て

切
ら

な
い

人
に

は
時

間
で

す
と

言
っ

て
良

い
、

時
間

を
区

切
っ

て
良

い
と

ア
ド

バ
イ

ス
し

て
い

る
が

、
し

ゃ
べ

り
続

け
る

場
合

は
、

電
話

は
難

し
い

3
-

2
．

活
動

の
振

り
返

り
、

相
談

、
指

導
を

す
る

必
要

が
あ

る
・

ピ
ア

相
談

の
振

り
返

り
は

な
る

べ
く

（
看

護
職

）
2

人
の

ど
ち

ら
か

が
出

る
よ

う
に

し
て

い
る

・（
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

に
は

相
談

者
の

話
を

）
聞

い
て

あ
げ

る
だ

け
で

い
い

と
い

う
の

を
分

か
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

し
て

ま
す

3
-

3
．

必
要

時
、

相
談

室
（

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

つ
な

い
で

ほ
し

い
・

ピ
ア

サ
ポ

さ
ん

た
ち

に
気

を
つ

け
て

ほ
し

い
の

は
、

治
療

の
こ

と
と

か
、

医
療

の
こ

と
が

深
く

な
っ

て
き

た
時

は
、

い
ろ

ん
な

パ
タ

ー
ン

が
あ

る
の

で
こ

っ
ち

（
看

護
師

）
に

つ
な

い
で

ほ
し

い
と

言
っ

て
い

る
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3
-

4
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

シ
フ

ト
を

工
夫

し
て

い
る

・
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
シ

フ
ト

組
み

は
、

暴
走

し
そ

う
な

人
と

慎
重

な
人

を
組

み
合

わ
せ

た
り

、
養

成
の

期
の

違
い

に
配

慮
し

た
り

し
て

い
る

・
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
シ

フ
ト

は
、

乳
が

ん
の

ご
相

談
が

多
い

の
で

乳
が

ん
の

患
者

さ
ん

と
乳

が
ん

じ
ゃ

な
い

人
の

ペ
ア

に
な

る
よ

う
組

む

4
．

看
護

職
等

と
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
の

連
携

が
重

要
で

あ
る

4
-

1
．

良
い

関
係

を
築

き
、

連
携

を
す

る
こ

と
が

大
事

で
あ

る
・

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
に

も
限

界
が

あ
る

と
思

う
の

で
、

医
療

者
に

相
談

を
つ

な
ぐ

見
極

め
は

凄
く

難
し

い
が

大
事

で
あ

り
、

ど
う

い
う

時
に

医
療

者
に

相
談

す
る

か
を

病
院

側
と

話
し

合
っ

て
お

か
な

い
と

結
局

患
者

が
堂

々
巡

り
に

な
る

・（
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

が
）

今
回

の
相

談
、

ど
こ

に
相

談
窓

口
と

し
て

紹
介

す
れ

ば
良

か
っ

た
？

と
聞

い
て

く
れ

る
の

で
、

本
当

に
あ

り
が

た
い

4
-

2
．

相
互

に
評

価
が

で
き

る
関

係
性

が
あ

る
と

よ
い

・
患

者
会

や
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

に
は

、
本

当
は

こ
ん

な
対

応
を

し
て

ほ
し

か
っ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

る
だ

ろ
う

し
、

そ
こ

を
き

ち
ん

と
自

分
た

ち
の

評
価

と
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

、
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
報

告
だ

け
で

な
く

私
た

ち
の

評
価

も
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

が
し

て
く

れ
る

よ
う

な
関

係
性

が
大

事
と

思
う

5
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

健
康

面
の

支
援

の
必

要
性

を
感

じ
る

5
-

1
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
に

無
理

を
さ

せ
な

い
よ

う
に

体
調

を
気

に
か

け
て

い
る

・
体

調
が

悪
く

な
っ

て
、

来
れ

な
い

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
も

い
る

、
誰

々
が

入
院

し
た

と
か

あ
ま

り
は

言
わ

な
い

が
そ

こ
は

患
者

で
も

あ
る

の
で

、
気

を
つ

け
た

ほ
う

が
い

い
と

思
う

・（
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

に
）

無
理

を
さ

せ
な

い
よ

う
に

で
き

る
サ

ポ
ー

ト
は

な
る

べ
く

で
き

る
よ

う
に

、
い

つ
も

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

良
く

取
っ

て
声

を
か

け
た

り
、

情
報

セ
ン

タ
ー

を
通

る
た

び
に

挨
拶

し
た

り
し

、
体

調
に

つ
い

て
声

を
か

け
た

り
、

気
に

す
る

よ
う

に
し

て
い

る

5
-

2
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

心
理

面
や

精
神

面
の

支
援

を
し

て
あ

げ
な

く
て

は
い

け
な

い

・
メ

ン
タ

ル
支

援
は

す
ご

い
大

事
で

、
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

は
必

ず
し

も
い

い
質

問
と

か
い

い
患

者
ば

っ
か

り
が

サ
バ

イ
バ

ー
さ

ん
と

こ
に

来
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
し

っ
か

り
フ

ォ
ロ

ー
で

き
る

管
理

者
が

必
要

・（
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
個

別
相

談
に

つ
い

て
）

内
容

が
な

か
な

か
重

い
の

で
、

気
持

ち
が

す
ご

く
沈

む
と

か
、

疲
れ

る
と

か
、

引
き

ず
る

の
で

、
支

援
し

て
あ

げ
な

く
て

は
い

け
な

い
と

思
う

6
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

へ
の

支
援

の
意

欲
と

困
難

さ
を

感
じ

る

6
-

1
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

へ
の

支
援

を
し

た
い

・
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
活

動
（

へ
の

支
援

）
を

是
非

や
り

た
い

と
思

っ
て

い
た

6
-

2
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
広

め
た

い
・

も
ち

ろ
ん

も
っ

と
（

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
）

広
げ

て
い

き
た

い
・

が
ん

サ
バ

イ
バ

ー
が

病
室

訪
問

す
る

活
動

は
、

私
は

や
っ

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

い
る

6
-

3
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

へ
の

支
援

に
は

手
が

ま
わ

ら
な

い
・

相
談

業
務

に
伴

う
院

内
の

相
談

と
院

内
の

患
者

サ
ロ

ン
の

運
営

で
手

い
っ

ぱ
い

・（
が

ん
サ

ロ
ン

に
）

関
わ

る
医

療
者

は
そ

の
他

の
役

割
や

業
務

に
追

わ
れ

て
な

か
な

か
が

ん
サ

ロ
ン

に
力

を
注

ぐ
だ

け
の

余
裕

が
な

く
な

っ
て

い
る

6
-

4
．

支
援

の
た

め
の

力
不

足
を

感
じ

る
・（

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
動

に
つ

い
て

）
相

談
員

養
成

教
育

を
県

で
た

ま
に

行
う

知
識

し
か

な
く

、
知

識
が

足
り

な
い

か
ら

支
援

も
で

き
な

い
・（

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
か

ら
相

談
受

け
る

側
も

、
相

談
者

っ
て

い
う

か
フ

ォ
ロ

ー
者

っ
て

い
う

の
が

、
な

ん
ら

か
の

か
た

ち
で

）
い

た
ほ

う
が

い
い

と
思

い
ま

す
、

じ
ゃ

な
い

と
、

き
つ

い
と

思
う

6
-

5
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
動

内
容

に
対

し
て

気
が

か
り

が
あ

る

・
が

ん
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

さ
ん

た
ち

は
、

養
成

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
受

け
、

現
場

の
実

習
も

済
ん

で
い

る
が

、
や

っ
ぱ

り
ど

こ
か

で
伝

え
た

い
思

い
が

と
て

も
強

い
、

本
来

言
っ

て
は

い
け

な
い

こ
と

に
踏

み
込

ん
で

い
る

部
分

も
あ

っ
て

気
に

な
る

・
ベ

テ
ラ

ン
の

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
さ

ん
が

、
自

己
満

足
に

な
っ

て
い

る
部

分
が

気
に

な
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
、

個
人

差
だ

っ
た

か
も

れ
な

い
け

ど
、

気
に

な
っ

た

7
．

が
ん

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

へ
の

職
員

、
病

院
、

国
の

支
援

が
ほ

し
い

7
-

1
．

職
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についての勉強にすごくなるなど〈 1 - 4 ．スタッフ

のがんサロン参加で患者・家族に対する見方が変わ

る〉と感じていた。がんピアサポーターが必要と思っ
ている、サバイバーの方の話は大事で絶対あった方が
よいと思っているなど〈 1 - 5 ．がんピアサポート活

動は必要である〉と考え、病院に信頼されているとい
う感じなど、〈 1 - 6 ．がんピアサポーターは信頼でき

る活動をしてくれている〉と思っていた。

【 2 ．がんサロンへの多様な支援が必要である】

がんサロンへの多様な支援の必要性についてのカテ

ゴリーである。 6 つのサブカテゴリーで構成された。

がんサロンについて看護職は、病気・性別で分けると
もっと参加しやすいなど〈 2 - 1 ．対象者、担当者な

ど企画運営の段階で工夫する必要がある〉と、利用者

の参加しやすさ等を意図した考えをもっていた。ま

た、気持ちが沈んでしまう（参加者がいると）意図的
にサロンのその話の中に入って、気持ちを変えてもら
う、あまりにもひどい場合は、少し残って個別で対応
など〈 2 - 2 ．開催時の支援の方法を工夫する必要が

ある〉としていた。さらに、病院内のがんサロンだか
らこそ、自分の知りたかった聞きたかったことが聞け
たりなど〈 2 - 3 ．ふさわしい内容を考え提供する必

要がある〉と考えていた。（病院主導形式のがんサロ
ンの場合には）コアになってくれる患者さんがいれば
など〈 2 - 4 ．コアになる患者がいてくれるとありが

たい〉と思っていた。（がんサロンは、）来た人全部が
満足できるような会にしたいとは思うが無理 と、

〈 2 - 5 ．利用者によって、がんサロンの雰囲気が合う

合わないがある〉と感じていた。加えて、地域で（が

んサロンを）やりたいと思っている程度の人でも、や
る仕組み作りはないのかなと思うなど〈 2 - 6 ．地域

のがんサロンへの支援は試行錯誤である〉としてい

た。

【 3 ．がんピアサポーターによる個別相談には対応が

困難な場合もあり、支援が必要である】

がんピアサポーターによる個別相談は対応が困難な

場合があり、支援の必要性に関するカテゴリーであ

る。 4 つのサブカテゴリーで構成された。看護職は精
神疾患のある方たちの相談に、がんピアサポーターが
巻き込まれてしまい、傾聴している気分で続け辛く
なってしまう など〈 3 - 1 ．がんピアサポーターに

とっては難しい相談内容がある〉と考えていた。そこ

で、ピア相談の振り返りはなるべく（看護職） 2 人の

どちらかが出るようにしているなど〈 3 - 2 ．活動の

振り返り、相談、指導をする必要がある〉と感じ対応

していた。その際、治療のこととか、医療のことが深
くなってきた時は、いろんなパターンがあるのでこっ
ち（看護師）につないでほしいと言っている など

〈 3 - 3 ．必要時、相談室（相談支援センター）につな

いでほしい〉としていた。さらに、暴走しそうな人と
慎重な人を組み合わせたり、養成の期の違い、乳がん
と乳がんじゃない人のペアになるよう組む など

〈 3 - 4 ．がんピアサポーターのシフトを工夫してい

る〉としていた。

【 4 ．看護師等とがんピアサポーターとの連携が重要

である】

看護師等とがんピアサポーターとの連携の重要性に

関するカテゴリーである。 2 つのサブカテゴリーで構

成された。（がんピアサポーターが）今回の相談、ど
こに相談窓口として紹介すれば良かった？と聞いてく
れるので本当にありがたいなど〈 4 - 1 ．良い関係を

築き、連携をすることが大事である〉と考えていた。

さらに、がんピアサポーターの報告だけでなく私たち
の評価もがんピアサポーターがしてくれるような関係
性が大事と思うなど〈 4 - 2 ．相互に評価ができる関

係性があるとよい〉と思っていた。

【 5 ．がんピアサポーターの健康面の支援の必要性を

感じる】

がんピアサポーターへの健康支援の必要性に関する

カテゴリーである。 2 つのサブカテゴリーで構成され

た。患者でもあるので、気をつけた方がいいと思う、
情報センターを通るたびに挨拶したりし、体調につい
て声をかけたり、気にするようにしている など

〈 5 - 1 ．がんピアサポーターに無理をさせないように

体調を気にかけている〉。（がんピアサポーターによる
個別相談の）内容がなかなか重いので、気持ちがすご
く沈むとか、疲れるとか、引きずるので、支援してあ
げなくてはいけない など〈 5 - 2 ．がんピアサポー

ターの心理面や精神面の支援をしてあげなくてはいけ

ない〉と気にかけ、支援の必要性を感じていた。

【 6 ．がんピアサポート活動への支援の意欲と困難さ

を感じる】

がんピアサポート活動への支援の意欲と困難さに関

するカテゴリーである。 5 つのサブカテゴリーで構成

された。がんピアサポーターの活動（への支援）を是
非やりたいなど〈 6 - 1 ．がんピアサポート活動への
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支援をしたい〉思いがあり、もっと（ピアサポート活
動を）広げていきたいなど〈 6 - 2 ．がんピアサポー

ト活動を広めたい〉というがんピアサポート活動への

支援の意欲をもっていた。

一方で、（がんサロンに）関わる医療者はその他の
役割や業務に追われてなかなかがんサロンに力を注ぐ
だけの余裕がなくなっているなど〈 6 - 3 ．がんピア

サポート活動への支援には手がまわらない〉状況であ

り、相談員養成教育を県でたまに行う知識しかなく、
知識が足りないから支援もできない、（がんサポー
ターから相談を受ける側も、相談者が（中略）いた方
がいいと思うなど〈 6 - 4 ．支援のための力不足を感

じる〉といった困難さを抱いていた。そして、やっぱ
りどこかで伝えたい思いがとても強い、本来言っては
いけないことに踏み込んでいる部分もあって など

〈 6 - 5 ．がんピアサポーターの活動内容に対して気が

かりがある〉と捉えていた。

【 7 ．がんピアサポート活動への職員、病院、国の支

援がほしい】

がんピアサポート活動への職員、病院、国の支援の

希望に関するカテゴリーである。 4 つのサブカテゴ

リーで構成された。病院全体が、まだまだ治療を終え
たがん患者への支援を理解してないところはあるのか
なと思うなど〈 7 - 1 ．職員、病院の理解が必要であ

る〉と考え、がんピアサポート活動で、何かあった時
の安全の担保、トラブルを起こした時の（担保）が大
事だとは思うなど〈 7 - 2 ．病院として十分な支援体

制を整えてほしい〉と思っていた。また、がんサロン
をこれから維持していくために、私が移動などでいな
くなった時に、果たして誰がやるか、若干の不安はあ
るなど〈 7 - 3 ．病院の支援担当職員の配置方法に課

題がある〉と考えていた。さらに、予算、教育が必要
なので、国とかが支援をする必要があるなど〈 7 - 4 ．

国からの予算や教育の支援が必要である〉と思ってい

た。

【 8 ．がんピアサポーターの育成が大事である】

がんピアサポート活動を担う者の育成の大事さに関

するカテゴリーである。 2 つのサブカテゴリーで構成

された。教育プログラムを毎年見直している、（フォ
ローアップ研修では）グループワークをして客観的に
振り返ることと、共有することがすごく大切 など

〈 8 - 1 ．養成研修、フォローアップ研修が重要であ

る〉と考えていた。さらに、次世代育成、男性がいな

い、年齢的には若い方の相談に乗れるような方がいた
ほうがいいなど〈 8 - 2 ．後継者や多様な人材の育成

に課題がある〉としていた。

Ⅳ．考察

各カテゴリーの「思い」の対象内容を主体、時間

軸、場面などを加味すると、がんピアサポート活動自

体への思い、支援の実際に対する思い、看護職自身の

思い、今後のがんピアサポート活動についての思いと

なった。

1 ．がんピアサポート活動自体への思い

看護職は、がんピアサポート活動に対して、がん患

者や家族同士ならではの話や、医療者にはできない同

じ体験者としての情報の提供ができていると捉えてい

た。この場合、特定の経験に基づく25）情報であり、医

療とは異なる支援26）である。利用者は、利害関係のな

い、体験者ならではの生活面の工夫を核とした情緒的

な関係などを求めており3, 4）、本研究の看護職は、日

頃の相談業務の中で実感していたと考える。

そして、看護職はピアサポート活動が、がんピアサ

ポーター自身の役に立っていると捉えていた。がんピ

アサポーター主導形式のがんサロンはセルフヘルプグ

ループの 1 つであると考える。セルフヘルプグループ

内では、（メンバーはお互い）相手の役に立つという

自尊感情や自己有用感が向上する27）、がんピアサポー

ターは活動に高い満足感をもっている28）とされてお

り、本研究でも看護職は、活動自体が、がんピアサ

ポーター自身の役に立っていると感じていた。さら

に、看護職はスタッフががんサロンに参加すること

で、患者・家族に対する見方が変わると感じていた。

がんサロンでの医療従事者は、援助する側ではなく、

「 1 人の人間としての参加」ができる29）、クライアン

ト（すなわち患者や家族）の強さを知る30）とされてい

る。本研究でも看護職はスタッフにとってがんサロン

への参加はよい影響を与えると捉えていた。

以上のように、【 1 ．がんピアサポート活動は有意

義である】は看護職ががんピアサポート活動自体をど

のように考えているかを示しており、“支援する際の

基盤となる思い”と言える。
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2 ．支援の実際に対する思い

1 ）がんサロン

看護職は、がんサロン等の企画段階や開催時には参

加者の活動しやすいような配慮、さらに病院外での地

域がんサロン支援に渡り多様な支援が必要であると考

えていた。がんピアサポート活動の参加者は自信の喪

失や孤立感を強めたりする場合がある15）とされる。心

理面で負の影響が生じないように看護職の関わりが必

要である。

本研究では、看護職の所属する病院のうち、病院主

導形式のがんサロンもあった。がんサロンは本来、が

んサバイバーが医療関係者から独立して活動できるこ

とが望ましいとされ31）、病院主導形式の場合は、がん

ピアサポーター主導形式となるようコアになるがんサ

バイバー等が将来、リーダーシップを取れるように支

援していくことも必要である。

2 ）がんピアサポーターによる個別相談

個別相談では、対応が困難な場合があるため、看護

職と共に、活動の振り返りや相談・指導が必要である

と考えていた。また、がんピアサポーターのシフトに

ついては、暴走しそうな人と慎重な人を組み合わせた

り、養成の期の違い、乳がんと乳がんじゃない人のペ

アになるよう組むなど工夫していた。

がんピアサポーターの経験の程度や行動特性、がん

の種類を考慮して、利用者とがんピアサポーター、が

んピアサポーター同士の組み合わせを工夫しながら看

護職は効果的な個別相談になるように考慮していたと

考える。

3 ）がんピアサポーターとの連携

看護職はがんピアサポーターとの良い関係を築き、

連携を重視していた。利用者の抱える医療面、経済

面、精神面、就労面などの課題によっては、専門家の

対応が適切となる場合がある。がん相談支援センター

には相談員（看護職、福祉職、心理職等）がおり、利

用者が専門家に相談できるように、看護職はがんピア

サポーターに紹介を依頼するなど円滑な支援を意図し

ていた。また、看護職はがんピアサポーターと相互に

評価ができる関係性が大事であると思っていた。相互

に評価するには、パートナーシップ32）をもつ、援助す

る側、される側ではなく、教わる姿勢30）をもつことが

要求されている。すなわち、従来の患者（家族）と医

療従事者の関係である援助対象者と援助者ではない関

係が求められている。看護職はがんピアサポーターと

対等な関係で連携し、情報や考えを共有し、円滑な利

用者支援を目指していたと考える。

4 ）がんピアサポーターへの健康支援

看護職はがんピアサポーターへの健康支援が必要で

あると考えていた。がんピアサポーターはがんサバイ

バーやその家族が担っている。がんサバイバーの場合

は体調が不安定であったり、再発や転移の不安などを

抱えている可能性がある。がんピアサポーターが過負

担にならないように配慮する33）必要性も指摘されてい

る。また、がんピアサポーターにとっては難しい相談

内容があり、心の負担となる場合がある。従って、看

護職はがんピアサポーターの心身の健康面での配慮を

行い、がんピアサポーターを守っていると言える。

以上のように、【 2 ．がんサロンへの多様な支援が

必要である】、【 3 ．がんピアサポーターによる個別相

談には対応が困難な場合もあり、支援が必要である】

は多様な支援の認識であり工夫である。【 4 ．看護職

等とがんピアサポーターとの連携が重要である】の連

携の重視は支援の円滑さのため、【 5 ．がんピアポー

ターの健康面の支援の必要性を感じる】はがんピアサ

ポーターを守るための配慮である。これらは、良き支

援を目指した援助の実際の場面での“支援の際の工夫

と配慮”と言える。

3 ．看護職自身の思い

看護職はがんピアサポート活動を支援したい、がん

ピアサポート活動を広めたいと思っていた。【 1 ．が

んピアサポート活動は有意義である】との関連から、

看護職は、がんピアサポート活動に価値をおいていた

と考える。しかし、現実には支援に手が回らない場合

があり、思うようにできず困難さを感じていた。支援

に手が回らない状況は、職員、病院の理解や病院とし

ての十分な支援体制整備を要望しているように、組織

的な課題が背景にある。さらに看護職は、支援のため

の力不足を感じる状態であった。看護職がこのような

困難さを抱えている状態はこれまで明らかにされてい

なかった。

以上のように、【 6 ．がんピアサポート活動への支

援の意欲と困難さを感じる】は看護職自身が抱く葛藤

であり“支援に関する困難さ”と言える。

4 ．今後のがんピアサポート活動についての思い

看護職はがんピアサポート活動への職員、病院の支
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援への要望をもっていた。がんサロン担当病院職員は

がんサロンの継続発展のためには病院職員の理解と協

力が必要33）としており、本研究でも同様の思いがあっ

た。病院におけるがんピアサポートの必要性が認めら

れ、普及のための法的整備2, 18）がなされたのは近年の

ことである。従って、病院組織内での理解が担当以外

に十分に行き届いていない場合もあると考える。がん

診療連携拠点病院のがん相談員を対象とした全国調査

でも病院内の医師、看護師の協力が十分でないとの結

果が出ている34）。

また、看護職は担当しているがんピアサポート活動

への支援について、自身が勤務異動になった場合の後

任担当者についての不安や人員体制の限界を感じ、病

院の支援担当職員の配置方法に課題があると考えてい

た。そして、安全の担保、トラブル時の対応など病院

として十分な支援体制を整えてほしいと思っていた。

がんピアサポーターも病院のがんピアサポート活動シ

ステムの充実を求めており13）、病院内の支援体制の整

備は重要な課題と考える。

【 7 ．がんピアサポート活動への職員、病院、国の

支援がほしい】と【 8 ．がんピアサポーターの育成が

大事である】は、現状を改善するためのものであり、

何れも将来に向けての希望であり“今後のがんピアサ

ポート活動のための要望”と言える。

5 ．今後の支援のための示唆

がんピアサポート活動への支援で最も重要な課題は

病院内でがんピアサポート活動の価値が認められ、支

援体制が整うことと考える。そのためには行政的な支

援があると効果的である。病院としての支援の位置づ

けと業務範囲が明確になれば、がんサロンやがんピア

サポーターによる個別相談への支援の工夫、がんピア

サポーターとの連携や健康面での配慮などの支援がさ

らに充実することができることが示唆された。

6 ．研究の特徴、限界と今後の課題

本研究の特徴は、がん診療連携拠点病院においてが

んピアサポート活動を支援する看護職が抱える困難さ

の内容が明確になったことである。限界としては、首

都圏と地域が限られ、機縁法を用いた研究参加者 8 名

と少ないことから、結果の内容に偏りの可能性も否め

ない。今後は、質問紙調査等で地域および対象者数を

増やすことや、病院一般職員、病院管理者ががんピア

サポート活動をどのように捉えているかについても明

らかにする必要がある。

本研究にご協力頂きました病院、ご参加頂きまし

た、看護職の皆さまに深謝申し上げます。

本研究は2018年度に目白大学特別研究費の助成を受

け実施した。また、本研究の一部は第78回日本公衆衛

生学会総会（2019年高知市）にて報告した。開示すべ

き COI 状態はない。
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Nurses’ perception of support for cancer peer support activities  
at designated cancer hospitals

Shizuno ITOI1）, Minoru ITAYAMA2）, Minako HAYASHI3）, Hitomi ANZAI1）,  
Yumi YOSHIDA4）, Yoko TONE5）, Chizuko TSUTSUMI1）, Masayuki NARA6）, 　 

Mari KAZAMA1）, Yuko SUZUKI7）, Makiko KOIKE8）

【Abstract】

Objective: To identify nurses’ perception of support for cancer peer support activities at designated cancer hospi-

tals.

Methods: Semi-structured interviews were conducted with eight nursing professionals, who support cancer peer 

support activities, from October 2018 to February 2019, and analyzed using qualitative descriptive research 

methods.

Results: The eight categories generated from the interviews were: cancer peer support activities are meaningful; 

various support for cancer salons is needed; individual consultation by cancer peer supporters is sometimes 

difficult to handle and support is needed; collaboration between the nursing professionals, etc. and the cancer 

peer supporters is important in tackling cancer. The reasons included: I feel the need for the health support 

for cancer peer supporters; I feel motivated and face difficulty in supporting cancer peer support activities; I 

want support from staff, hospitals, and the government for cancer peer support activities; and It is important 

to train cancer peer supporters.

Conclusion: The nursing professionals’ thoughts were considered to be the foundation for providing the necessary 

support, ingenuity, difficulties related to support, and requests for future cancer peer support activities. The 

difficulties faced by the nursing profession were also clarified. The most important issue in supporting cancer 

peer support activities is the recognition and value of the cancer peer support activities in hospitals and the 

establishment of an effective support system.

Keywords: cancer peer support activity, designated cancer hospital, perception of nurses, semi-structured inter-

view
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